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バイオガスプラントの課題

開発事項：高エネルギ－取得適正処理

・コ・フェルメンテ－ションバイオガスプラ
ントのガス発生メカニズムの確立

・発酵制御（発生ガス量変化・投入方法）

研究バイオガスプラント

発生バイオガスの課題

開発事項：バイオガス改質

・純酸素での生物脱硫方法の確立

エネルギ－利用の課題

開発事項：ガス精製と低圧利用方法

・電気、熱オンサイト供給

・精製ガス利用：
精製ガス利用施設の機器稼動
精製ガス利用施設への低圧輸送方法

・精製ガス生産（膜式分離）
熱・電気
供給

熱・電気
供給



PPSの現状
特定規模電気事業者（power producer and supplier）

• PPS の現状サーベイしたところ、以下の現状が明らかになった。
– 独自電源の確保が非常に困難→ 市場価格の高騰で市場での全量売却に切り替える発電業

者が多い
– PPSの中には、電力会社からの常時バックアップ契約頼りのオペレーションを行い、本来のPPS

とは言いがたい企業もある。
– 電力スポット価格の高騰により、PPS事業からの撤退や事業縮小が相次いでいる

• 電源の逼迫から発電所を保有する企業およびPPSですら電力会社への売却の流
れになってきている。

– 昭和シェルの扇島発電所（800MW)
– 川崎バイオマス（30MW) 等

• 上記の状況から、現状で独自電源を確保するのは非常に困難な状況にあるため、
短期での需要家PPSスキームを構築するよりのではなく、時間をかけて交渉・計画
をすることが現実的である。

– BEMS導入と需要マネージメントによる需要サイドコントロールの実施
– 電源を持つ事業者との交渉
– 電力会社との常時バックアップ契約あるいは部分供給に向けた契約交渉
– 経済性のシミュレーションおよび組み立て

• PPS：(2000年の規制緩和で大口向けの電力小売りが自由化され、登場した特定規模電気事業者の略称

• BEMS：（ Building and Energy Management Systemの略で、ビル管理システムのことを指す。ビルの機器・設備等の運転管理によってエネルギー消費量の削減を図るためのシステムの
事。）
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全体スキーム
供給継続が困難になりつつある市場での電力スポット購入によるPPS契約から、独自電
源を確保しての需要家PPSスキームへの移行を検討する。
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独自電源が無く採算が取れず
供給継続困難

全体で2億kWh
推定契約規模4.5万kW

従 来

常時バックアップ

PPS

S社 JEPX

電力会社

託送
のみ

１/３ ２/３
COOP店舗等

電力
会社

電力
会社

いわゆる卸販売のみのPPSの場合、撤退が続いている

エネコープ

他社
メガソーラー

自治体
企業局水力

電力会社

自社
メガソーラー

事業所

支援・業務代行
T社需要家PPS

常時バックアップ

長期契約で買いたい

自社ﾊﾞｲｵ

独自電源を確保し、確実な販売先を確保した
安定したPPS事業の実現

１/３

電力
会社

部分供給
（可能な場合）電力

会社
託送
のみ

今 後

２/３



常時バックアップ契約
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常時バックアップとは、PPSが不足分の電力を、電力会社

から継続的に卸売りを受けて、需要家に供給することを言います。

（例：新規参入者が需要家に供給する電力のうち、３０％を

電力会社から卸売りを受けるケース）

常時バックアップの価格を上げられると、電力会社よりも電力価格が上がります。

※基本的には電力会社が、電源基盤が未成熟なPPSに対する

当面の協力策ですが法的な規制はありません。自前電源や
安価な発電事業者との契約を増やすことが必要です。

電力会社 PPS
自前電源

又は

JEPX

需要家

３０％

１００％

７０％

電力会社の意向に
左右されます

自前電力や安価な
発電事業者を増やす
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JEPXにおける電力スポット価格の推移

（Japan electric power exchange）
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JEPX：日本卸電力取引所 （電力を有効に利用するために,余剰電気の現物取引を行う取引所）
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常時バックアップは価格は安定している

震災後JEPX高騰に伴い利用率急上昇

震災前８円前後



PPSへ切り替える施設の
選択基準について

提供価格と（託送料を含めた）仕入れ価格が逆ざやにならないような範囲として、下記
の基準で実施いたします。
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●PPS(T社）との契約は、基本的な考え方として、当面は電力会社の常時バック
アップ契約に収まる範囲の契約を継続し、価格がやや落ち着いてきている
とはいえ市場でのスポット調達は最小限とします。

●そのため、各契約電力に対する負荷率が低く、節電が実施できていない
施設を優先して、PPSへ切り替えていきます。
負荷率が高い施設の電力料金については、単価（ｋｗｈ当り）が安く、PPSと
電力会社との単価の差はほとんどありません。
＜ 負荷率と電力料金単価の関係は 別図を参照ください＞

●電力会社の常時バックアップ契約の容量が更新になりますので、上記の基準
で切替対象店舗の料金変更を実施いたします。



（参考図） 負荷率の考え方

• 契約 ５０ｋW 基本料金 ２２３０円、従量料金 １０円とすると負荷率による違いは下記の

ようになります。負荷率が低いほどｋｗｈ当りの電力料金の単価は高くなります。
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３０％

５０％

１００％

２２３０☓５０☓１２☓０．８５＋５０☓８７６０☓０．３☓１０＝２４５万円

１８．７円

１５．２円

１２．６円

２２３０☓５０☓１２☓０．８５＋５０☓８７６０☓０．５☓１０＝３３３万円

２２３０☓５０☓１２☓０．８５＋５０☓８７６０☓１．０☓１０＝５５２万円

（参考）２４時間フル稼働のケース

50ｋW
PPSの効果大

PPSの効果中

PPSの効果少
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店舗の電力需要パターン
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昼間需要も比較的フラット

安定したベース需要

BEMS等を活用して、積極的に需要をコントロールする

３０分毎、一店舗店舗あたりの需要パターン(kW)

冬期は電力消費は少ないが
暖房に電力以外のｴﾈﾙｷﾞｰ

を使用している



BEMSの基本認識
• コープさっぽろにおける各店舗の電力消費量コントロールを細かく実施し、

省電力を計るためにBEMS（Building Energy Management System)を導入

いたします。

• BEMSは、店舗に導入されている各機器の消費電力をリアルタイム（一分間

隔）で把握し、想定消費電力を超えることが予測される場合には警告を発
報します。

• BEMSにより、各機器、フロア、店舗毎の消費電力のみならず全店舗の消費
電力をリアルタイムに可視化できるようになります。

• 経済産業省のエネルギー庁の制度により、BEMSアグリゲータから導入する
ことにより、上記の導入にかかわる機器の1/2、工事費の1/3が助成対象と
なります。

• 導入においては、コープさっぽろは、BEMSアグリゲータに発注をし、BEMSア
グリゲータからエネコープに発注がなされるような経路になります。

• 実際の工事は、補助金の申請タイミングもあり、6〜7回に分け、各回16店
舗程度で一ヶ月単位で実施します。各店舗のデーター確認をしながら進め
ますので、全店完了には18ヶ月程度かかります。
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BEMSの考え方
• 全体消費電力と個別の機器を監視し、電力が想定を上回ると想定さ

れるときに警告および制御を行います。
• リアルタイムで機器毎・部屋毎の電力消費の見える化を行います。
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①店舗全体を監視します。
②フロア・部屋毎に監視しま

す。
③設備毎に監視して、無駄使いを削減します。

多
点
計
測
機
能

多
点
計
測
機
能

①目標電力値を超えそうになった場合、 ②個別に設定した制御を行い、電力量を確実に削減します。

自
動
制
御
機
能

自
動
制
御
機
能
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【運用画面１ （受電データ）】・・・岩見沢東店
1. 電力－受電盤（受電の電力1日データ） 下記グラフは「2012年1月14日（土）」での受電電力データです。

2012年1月14日（土）のデータ

従来のシステムである
「見えタロー」と同等のﾃﾞｰﾀ

店舗全体の消費電力のみ
で、各機器ごとの電力は分
からない。



14

【運用画面２ （電力の詳細データ）・・・岩見沢東店】

2. 電力－詳細別電力の1日データ） 下記グラフは「2012年1月14日（土）」での受電電力データです。

2012年1月14日（土）のデータ

BEMSで使用するスマートメーター
の詳細電力データー。
各機器ごとの電力が分かる。

店舗の天井照明
LED化すると効果的

冷ケースの照明と
ファンの電力（意外と大）

LED化すると効果的



補助金助成内容・範囲
• 経産省エネルギー庁の施策として、BEMS補助金制度が２年間設定されています。
• BEMSのサービスを行うBEMSアグリゲータを利用することで、設備の1/2、工事費の

1/3が補助の対象となります。

※以下の経費については補助対象外
・補助事業者が行うＢＥＭＳアグリゲータへの実績報告において報告義務のないガス、水道等の計測・制御に係る設備
・昇降機、冷凍機、ヒートポンプ、コジェネ、ポンプ、空調機、照明器具などのエネルギー消費機器、器具類
・外構工事費、及び事業に関係のない工事費
・撤去費（既存建物解体費・既存設備の撤去費）
・諸経費（交通費、会議費 等）
・消費税

補助金は以下のような手順で支払がなされます。

1) 工事完了後、代金をBEMSアグリゲータに支払

2) ２５日締でSII（BEMS補助金運営団体）に報告

3) 翌々月初にSIIから支払

設備費：装置は全センサー、コントローラーも含みます。
（BEMSアグリゲータがコントロールしないものも対象になります。）

工事費にはLAN工事等の回線工事や調査費も含みます。



負荷パターン想定と供給イメージ
• ベース電源として、水力発電をや大型ソーラー発電を想定。
• 需要の時間変動に対応する部分は、自社太陽光発電で供給する。

• 上記で足りない部分に関しては、電力会社の常時バックアップ（別途解説）あるいは部分供給でまか
なうが、本来であれば石油火力などの調整電源を独自に確保することが望ましい。
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大型メガソーラー・水力発電

太陽光発電
天候で変動大

最大
約10,000kW

電力会社の
常時バックアップ
または部分供給

変動のしわ取り

PPS許容変動
3%の場合
変動範囲 450kW

3,000kW程度

調整機能が
不足時は
５００ｋW

本来は石油火力などの
調整電源の確保が望ま
しい

BEMSを活用した、需要

のコントロールを積極的
に行う

ｿｰﾗｰ発電の変動分を
ﾊﾞｲｵ発電で補完する
（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄでｺﾝﾄﾛｰﾙ）



■ホームエネルギーマネジメントシステム

①HEMSとは

家庭用スマートメーターを核に
した新たなコミュニケーション
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電力供給側からの信号
で電力カット機能有り
1kw×100万世帯

100万ｋｗ＝原発1基分
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（最新）ＪＥＰＸスポット価格
大飯原発再稼働でどうなった？
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３．１１

電力卸売り価
格急上昇！

やや下がった


